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１．概要（Summary） 

NICU（新生児集中治療室）や GUC（継続保育室）に

おける新生児医療現場での新生児の生体情報，（体重，

体動，呼吸，脈拍）を簡便，正確，連続かつリアルタイムで，

新生児に極力ストレスを与えずに計測できる従来なかっ

た新しい非侵襲な生体信号モニタリングシステムを開発し，

それによる看護師等ケアスタッフの業務負担ならびにスト

レスの軽減にも貢献することを目指す．体重から心拍情報

までワイドレンジに計測可能な水晶振動式荷重センサを

高感度化し新生児の非侵襲モニタリングを実施した． 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

レーザー描画装置一式，両面露光用マスクアライナ，

ダイシングソー装置，スパッタリング装置一式，ウエハ接合

装置， リアクティブイオンエッチング装置 

【実験方法】 

リアクティブイオンエッチング装置を用いて作製した，シ

リコン製のステンシルマスクを用いて，スパッタリング装置

により，水晶振動子の層となる水晶ウエハに電極を成膜

する．次に，マスクアライナを用いて，カバー層となる水晶

ウエハに接合用のレジストをパターニングする．なおパタ

ーニングには，レーザー描画装置を用いて製作したフォト

マスクを利用した．水晶振動子層とカバー層を，ウエハ接

合装置を用いて貼り合わせた後に，ダイシングソーによっ

てセンサを切り分けることで，水晶振動式荷重センサを作

製した． 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

室崎らの開発した水晶振動式荷重センサは 0.4 

mN-600 Nのダイナミックレンジを実現してきており，体重

と心拍数の同時計測が可能であることを示している．しか

し，従来センサは成人の計測のために設計されており，新

生児と成人の血圧や体重差といった違いから，新生児の

計測のためには，センサの高感度化が必要となる．従来

センサの振動子層の厚さ 42mから 20 mに変更し，セ

ンサを相似的に小さくすることでセンサの高感度化を行っ

た．作製したセンサの感度は 4.81 kHz/N となり，従来セ

ンサから 12.6 倍の感度向上に成功した．センサ特性を評

価したところ，センサの分解能は 0.09 mN となった． また，

高感度化したセンサにより，新生児の体重，心拍，呼吸の

同時計測が可能あることが確認できた． 
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